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11.15
ふるさとの恵みと誇りを未来につなぐ

安心と成長のまち 八女

掲載している催し等が新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、変更になる場合があります。市ホー
ムページ、または問い合わせ先で確認してください。

八女市LINE公式アカウント
新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。
LINEアカウントID→＠yamecity詳しくはこちら 友だちになってね！

　10月16日㈯、おりなす八女で「八女の食」開発イベントが
行われました。この事業は、観光誘客促進に欠かせない「食」
の課題解決のために八女の食材を生かしたメニュー開発に取
り組んでいるものです。
　料理研究家の山際千津枝先生指導の下、八女農業高校や福
島高校の生徒、市内の観光施設レストラン関係者、４Hクラブ
（農業青年クラブ）などの生産者がタッグを組んで、約３か月
にわたって考案したメニュー4品と、賛助として平岡調理・製
菓専門学校からお菓子1品が披露されました。試食会では福
岡市内の有名ホテルの総料理長らがそれぞれのメニューに対
してアドバイスを行いました。今後は、さらに磨かれた品々が、
市内の観光施設で特別メニューとして提供される予定です。

「高校生×観光施設レストラン×生産者」
が、八女の食材で新メニューを開発

　八女市田崎廣助美術館で開催中
の五木寛之さん関連企画「かつて
『面白半分』という月刊誌があった。」
は、10月24日までの開催予定で
したが、好評につき期間を延長し
て開催しています。
　『面白半分』は、1970年代を駆
け抜けたサブカルチャー・マガジンのシンボルともいえ
るもので、当時の若き著名作家たち（五木寛之・吉行
淳之介・野坂昭如など）が原則半年交代で編集長を努
め、「面白くてタメにならない雑誌」として自由な発想
で企画、刊行されていたもので、当時の若者の支持を
集めていました。
　この企画展は、五木さんが編集長を務めていた1973
年後期を中心にパネルなどを通して紹介しています。

面白くてタメにならない雑誌
『面白半分』の企画展を開催中

特に1975年に刊行された、面白半分7月臨時増刊号『い
ま、五木寛之』は、原本を手に取ってみることができ、
当時の流行や風潮を感じることができます。
　来場者からは「掲載されている『十五歳の日記』など
には、八女の地名などがたくさん出てくる。手に取って読
むことができ感激した」などの感想が寄せられています。

　八女ふくふく豚を使用したハンバーグ
をメインに、はかた地どり入りのクリー
ムシチュー、抹茶のパンナコッタ、八女
農業高校産鶏卵を使用したスパニッシュ
オムレツ、地元野菜のサラダとピクルス、
八女産和紅茶など、全ての品に八女産食
材が使われています。

八女茶畑の幸福ふくふくハンバーグ

　

各
メ
ニ
ュ
ー
に
対
し
、
各
ホ

テ
ル
の
総
料
理
長
等
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た

▼

出品メニュー案（１例）
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給
与
収
入
が
１
か
所
だ
け
の
人
で
、
所
得
税

が
給
与
か
ら
源
泉
徴
収
《
※
１
》
さ
れ
て
お
り
、

年
末
調
整
《
※
２
》
が
済
ん
で
い
れ
ば
確
定
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ル
バ
イ
ト
・
中
途

退
職
な
ど
で
年
末
調
整
が
な
さ
れ
な
い
人
、
年

末
調
整
で
控
除
等
を
付
け
忘
れ
た
人
は
、
確
定

申
告
を
す
る
こ
と
で
所
得
税
を
精
算
（
還
付
も

し
く
は
納
付
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
費
控
除
・
雑
損
控
除
・
寄
附
金

控
除
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
対
象
者
は
除
く
）・

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除（
初
年
度
分
）な
ど
は
、

年
末
調
整
で
は
所
得
税
の
精
算
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

《
※
１
》 

源
泉
徴
収
＝
勤
務
先
が
給
与
な
ど
を
支

払
う
際
、
所
得
税
額
を
そ
の
収
入
に
応
じ
て
計

算
し
て
給
与
か
ら
天
引
き
し
、国
に
納
め
る
こ
と
。

《
※
２
》 

年
末
調
整
＝
勤
務
先
が
そ
の
年
（
１
月

１
日
～
12
月
31
日
）
の
最
後
に
給
与
な
ど
を
支

払
う
際
、
１
年
間
の
収
入
額
な
ど
か
ら
計
算
し

た
所
得
税
額
と
、
こ
れ
ま
で
源
泉
徴
収
し
た
所

得
税
額
を
比
べ
て
過
不
足
額
を
精
算
す
る
こ
と
。

扶
養
控
除
・
社
会
保
険
料
等
控
除
・
生
命
保
険

料
控
除
な
ど
の
証
明
書
や
申
告
書
を
勤
務
先
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
所
得
税
】

　
所
得
税
（
国
に
納
め
る
税
）
は
、
給
与
収
入

か
ら
給
与
所
得
控
除
額
（
最
低
55
万
円
）
と
基

礎
控
除
（
最
高
48
万
円
）
な
ど
の
所
得
控
除
を

差
し
引
い
た
残
り
の
額
（
課
税
所
得
）
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
給
与
収
入
が
１
０
３
万

円
以
下
で
ほ
か
に
収
入
が
な
い
場
合
は
、
所
得

税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
得
税
は
そ
の
年

（
1
月
1
日
～
12
月
31
日
）
の
収
入
に
対
し
て
課

税
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
税
と
市
県
民
税
で
は
基
準
が
異
な
る
た

め
、
所
得
税
が
か
か
ら
な
い
場
合
で
も
市
県
民

税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
表
１
）

【
市
県
民
税
】

　
市
県
民
税
（
地
方
に
納
め
る
税
）
に
は
、
均

等
割
と
所
得
割
が
あ
り
ま
す
。
均
等
割
（
税
額

５
５
０
０
円
）
は
、
給
与
収
入
が
93
万
円
以
下

で
ほ
か
に
収
入
が
な
い
場
合
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

所
得
割
（
税
率
10
％
）
は
、
給
与
収
入
が
１
０

０
万
円
以
下
で
ほ
か
に
収
入
が
な
い
場
合
は
か
か

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
基
準
は
税
法
上
の
扶
養

親
族
や
同
一
生
計
配
偶
者
が
い
な
い
場
合
で
す
。

ま
た
、
市
県
民
税
は
１
年
間
（
１
月
１
日
～
12

月
31
日
）
の
収
入
を
も
と
に
計
算
し
、
翌
年
度

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

源
泉
徴
収
と
年
末
調
整
、

給
与
収
入
と
税
に
つ
い
て

給
与
収
入
が
あ
る
人
の
年
末
調
整
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

給
与
収
入
と
税
金
の
関
係
、
配
偶
者
控
除
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
年
末
調
整
で
控
除
を
付
け
忘
れ
た
ら

確
定
申
告
を

◉
給
与
収
入
に
対
す
る
所
得
税
と
市
県
民
税

税について
学ぼう

給与収入 所得税
市県民税 所得税および市県民税 一般的な社会

保険（保険証）
の扶養※均等割 所得割 配偶者

控除
配偶者

特別控除

93万円以下
かから
ない

かから
ない かから

ない 受けられ
る

受けられ
ない

認められる
100万円以下

かかる
場合
がある

103万円以下

かかる
場合
がある

103万円超
130万円未満

かかる
場合
がある

受けられ
ない

受けられ
る
表２参照

130万円以上
150万円未満

認められな
い

150万円以上
201万円未満

201万円以上 受けられ
ない

（表１）給与収入と税金の関係

※【一般的な社会保険（保険証）の扶養】
社会保険（保険証）の扶養については一般的な例であり、次の条件を
すべて満たす人は、年間の給与収入が 130 万円未満であってもご自身
の勤務先の社会保険の加入対象者になる可能性があります。勤務先で
確認してください。
① 1週間の労働時間が 20 時間以上 ② 1か月の賃金が 88,000 円以上 
③雇用期間が 1年以上の予定④学生以外（夜間、定時制の人は除く） 
⑤勤務先の従業員数が501人以上（労使合意があれば500人以下でも可）

（表２）配偶者控除・配偶者特別控除

控除対象者の所得額

納税者本人の所得金額

900 万円
以下

900 万円
超 950 万
円以下

950 万円
超1,000
万円以下

配偶者
控除 48 万円まで 33 万円 22 万円 11万円

配偶者
特別
控除

48 万円超～ 100 万円まで 33 万円 22 万円 11万円

100 万円超～ 105 万円まで 31万円 21万円 11万円

105 万円超～ 110 万円まで 26万円 18万円 9万円

110 万円超～ 115 万円まで 21万円 14万円 7万円

115 万円超～ 120 万円まで 16万円 11万円 6万円

120 万円超～ 125 万円まで 11万円 8万円 4万円

125 万円超～ 130 万円まで 6万円 4万円 2万円

130 万円超～ 133 万円まで 3万円 2万円 1万円

133 万円超 0円 0円 0円

税務課市民税係
（☎ 23・1113）

※配偶者控除および配偶者特別控除は、納税者本人の合
計所得金額が 1,000 万円を超える場合は受けられません。
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10
月
28
日
㈭
、
八
女
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
八
女
市
長
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
多
年

に
わ
た
る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
通

し
て
、
地
域
活
動
の
推
進
や
高
齢

者
福
祉
に
貢
献
し
た
人
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
八
女
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
、
１
３
６
ク
ラ
ブ
５
８
７
１

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
表
彰
式
で
三
田
村
市
長
は
「
み

な
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
こ
ら

れ
た
知
識
や
技
術
、
経
験
を
活
か

し
て
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
一

役
を
担
っ
て
ほ
し
い
」
と
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

長
年
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
表
彰

　
こ
れ
ま
で
に
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

し
た
こ
と
が
あ
る
人
（
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
を
持
っ
て
い
る
人
）

を
対
象
に
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　
過
去
に
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
け
ど
、
も
う
１
度
認

知
症
に
関
す
る
基
本
的
な
話

を
聞
き
た
い
人
や
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
今
後
地
域
で

も
っ
と
活
動
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
持
ち
、
地
域
で
支
え
合

う
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

⃝

日
時
＝
12
月
11
日
㈯
10
時

か
ら
12
時
ま
で

⃝

会
場
＝
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

⃝

内
容
＝
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
す
る

⃝

講
師
＝
パ
ー
ソ
ン
・
サ
ポ
ー

ト
絆
・
川
島
豊
輝
さ
ん

⃝

参
加
費
＝
無
料

⃝

対
象
者
＝
今
ま
で
に
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
講
し
た
人
（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
を
持
っ
て
い
る
人
）

⃝

申
込
期
間
＝
11
月
15
日
㈪

か
ら

⃝

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
込

受
付
を
し
ま
す
。

⃝

連
絡
先
＝
介
護
長
寿
課
地

域
包
括
支
援
係
（
☎
２
４・９

４
６
６
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催

被表彰者のみなさん（敬称略）
【八女支部】入部幸子・鹿野数人・橋爪久明・江口正道
【黒木支部】栗山クニカ
【立花支部】近見泰治・平島サトコ・松﨑弘子

　
年
長
児
の
麻
し
ん
・
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
（
第
２
期
）
接

種
は
お
済
み
で
す
か
。
麻
し
ん

お
よ
び
風
し
ん
は
感
染
し
て
し

ま
う
と
特
効
薬
が
な
く
合
併
症

を
お
こ
し
、
重
症
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
婦
が
風
し
ん
に
感

染
す
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤

ち
ゃ
ん
が
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
接
種
率
が
95
％
以
上
に
な

る
と
、
流
行
も
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ま
だ
接
種
が
済
ん
で
な
い
児
童

の
保
護
者
は
、
期
間
内
に
接
種

さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

接
種
対
象
者
＝
年
長
児
相
当

（
平
成
27
年
４
月
２
日
～
平
成

28
年
４
月
１
日
生
）

⃝

接
種
期
限
＝
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で

⃝

費
用
＝
無
料
（
令
和
４
年
３

月
31
日
ま
で
）

⃝
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
＝
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ

Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）
※
期
限
を
過
ぎ

て
の
接
種
は
有
料
で
す

⃝

予
防
接
種
の
受
け
方
＝
医
療

機
関
に
事
前
に
予
約
の
上
、
母

子
健
康
手
帳
・
健
康
保
険
証
な

ど
、
住
所
と
生
年
月
日
が
確
認

で
き
る
も
の
、
持
っ
て
い
る
人

は
予
診
票
を
持
参
し
て
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

保
健
指
導
係
（
☎
２
３・１
３

５
２
）

年
長
児
の
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種

広報八女　2021.11.153

※感染症対策を行い、撮影時のみマスクを外しています。
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健 康 コ ラ ム
12月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥

冬の健康管理を
　大切にしましょう

　
今
年
度
の
健
診
の
結
果
は
い
か
が

で
し
た
か
。

　
健
診
の
結
果
は
、
か
ら
だ
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
自
覚
症
状
を
感

じ
に
く
い
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
ま

た
重
症
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
健

診
結
果
を
理
解
し
、
生
活
習
慣
を

振
り
返
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
に
な
り
、
血

圧
の
変
動
が
激
し
く
な
る
場
面
が
多

く
な
り
ま
す
。
急
な
血
圧
の
変
動
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
自
身
の
血
圧
に
つ

い
て
ふ
り
返
り
ま
し
ょ
う
。

■
血
圧
と
は

　
血
圧
と
は
、
血
液
が
血
管
の
内
壁

を
押
す
力
で
す
。
心
臓
は
休
む
こ
と

な
く
収
縮
と
拡
張
を
繰
り
返
し
て
、

全
身
に
血
液
を
送
っ
て
い
ま
す
。
心

臓
が
収
縮
し
て
血
液
を
押
し
出
す

た
め
、
血
管
に
最
も
強
い
圧
力
が
か

か
っ
て
い
る
状
態
を
収
縮
期
血
圧
と

言
い
、
心
臓
に
血
液
が
戻
っ
て
く
る

準
備
の
た
め
に
拡
張
し
、
圧
力
が
最

も
低
く
な
っ
て
い
る
状
態
を
拡
張
期

血
圧
と
言
い
ま
す
。

　
血
管
は
、
本
来
し
な
や
か
で
弾
力

性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
血
圧
が

高
い
状
態
が
続
く
と
、
血
管
は
だ
ん

だ
ん
と
硬
く
、
も
ろ
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
血
管
が
硬
く
な
る
、
つ
ま
り

動
脈
硬
化
の
原
因
は
、
高
血
圧
の
ほ

か
、
加
齢
や
高
血
糖
、
脂
質
異
常
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
喫

煙
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
家
庭
血
圧
を
測
定
し
ま
し
ょ
う

　
家
庭
血
圧
は
、
自
宅
で
自
分
で

毎
日
血
圧
を
測
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
健
診
会
場
や
病
院
な
ど
で
は
血

圧
が
高
く
な
る
人
も
い
る
た
め
、
家

庭
血
圧
は
、
ふ
だ
ん
の
血
圧
の
状
態

を
正
確
に
知
る
た
め
に
重
要
に
な
り

ま
す
。

■
家
庭
血
圧
測
定
の
ポ
イ
ン
ト

　
測
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
１
日
２

回（
朝
と
夜
）
で
す
。
毎
日
一
定
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
測
定
し
ま
し
ょ
う
。

　
朝
は
、
起
床
後
１
時
間
以
内
の

排
尿
後・
朝
の
服
薬
前・
朝
食
前
な

ど
に
測
定
し
ま
す
。

　
夜
は
寝
る
直
前
に
測
定
し
ま
す
。

入
浴
や
飲
酒
の
直
後
は
避
け
ま
し
ょ

う
。
測
定
の
際
は
、
椅
子
に
座
っ
て

１
～
２
分
間
安
静
に
し
て
か
ら
測
り

ま
す
。

■
冬
の
血
圧
変
動
に
つ
い
て

　
気
温
が
下
が
り
、
寒
く
な
る
と
、

私
た
ち
の
体
は
、
血
管
を
収
縮
さ
せ

て
、
熱
が
体
か
ら
逃
げ
る
の
を
防
ぐ

仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
血

管
が
収
縮
し
て
い
る
の
で
、
血
圧
が

上
が
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
温
か
い
室
内
か
ら
急
に

寒
い
場
所
に
行
く
と
、
血
圧
が
急
上

昇
し
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
を

引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と
呼
び
ま

す
。
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
で
注
意
し
た

い
場
面（
急
な
温
度
の
差
が
生
じ
や

す
い
場
所
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
寒
い
日
の
起
床
時
に
す
ぐ
布
団
か

ら
出
る

・
冷
え
込
ん
だ
ト
イ
レ

・
寒
い
脱
衣
所
、
熱
い
湯
船

■
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　
高
血
圧
の
主
な
原
因
は
、
塩
分
摂

取
や
肥
満
な
ど
で
す
。
食
習
慣
や
運

動
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⃝

食
習
慣
＝
毎
月
17
日
は
減
塩
の
日

で
す
。
減
塩
に
つ
い
て
も
振
り
返
り

ま
し
ょ
う
。

・
ラ
ー
メ
ン
や
う
ど
ん
な
ど
の
つ
ゆ

を
飲
み
干
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
加
工
食
品
や
漬
物
を
取
り
す
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
味
付
け
に
香
辛
料
や
酢
、
カ
ボ
ス
、

レ
モ
ン
な
ど
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
味
噌
汁
は
具
だ
く
さ
ん
に
し
、
出だ

汁し

を
し
っ
か
り
取
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品（
ほ
う

れ
ん
草
や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
野
菜
、

豆
類
、
果
物
、
キ
ノ
コ
類
）
を
取
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

運
動
習
慣
＝
軽
め
の
有
酸
素
運
動

が
お
勧
め
で
す
。
運
動
中
は
血
圧
が

上
が
る
の
で
、
無
理
せ
ず
体
力
と
相

談
し
な
が
ら
継
続
し
ま
し
ょ
う
。

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン

グ
、
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
。

　
そ
の
ほ
か
、
ス
ト
レ
ス
も
血
圧
を

高
め
る
原
因
に
な
る
の
で
、
な
る
べ

く
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
な
い
よ
う

に
、
適
度
に
発
散
し
ま
し
ょ
う
。

～血圧について考えましょう～

収縮期 拡張期

家庭での血圧 115 未満 75 未満

病院等での血圧 120 未満 80 未満

■正常血圧の基準値

血圧測定をする前に深呼吸などを行い、
安静な状態で測りましょう
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　住民の皆さんの健やかな毎日のた
めに、健康相談を行っています。保
健師(保)や管理栄養士(栄)が健康に
関するいろいろな相談に応じます。
予約優先。ご希望の人は、電話で
予約を受けています。
◦12月6日㈪　10時～ 11時
　多世代交流館共生の森 （保・栄）
◦12月9日㈭　14時～ 15時
　矢部支所 （保）
◦12月10日 ㈮　10時 ～ 11時　
　星野支所 （栄）
◦12月16日㈭　10時～ 11時
　上陽支所（保）
◦12月20日㈪　10時～ 11時
　立花市民センター （保）
◦12月24日㈮　10時～ 11時
　黒木支所 （保・栄）

健康相談 

　心理士による個別相談です。対
象者は市内在住で、こころに悩みが
ある人です。気軽にご相談ください。
◦日時＝12月22日㈬ 13:30～15:30
◦会場＝おりなす八女研修棟

心理士によるこころの相談【要予約】

1212
月
の
各
種
相
談
・
健
診
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

月
の
各
種
相
談
・
健
診
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

健康インフォメーション

自
然
災
害
や
感
染
症
拡
大
の
状
況
で
、変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎23・1352）

あなたの地域の

サケとマイタケのホイル焼き

【作り方】
① サケに塩を振る。
② マイタケは食べやすい大きさに割く。
③ アルミホイルにサケとマイタケを盛り、バターと
酒を入れて包む。
④ フライパンで８分程度弱火で焼く。（オーブンやト
ースターでも可）
⑤ 焼きあがったら、アルミホイルを開いて、小口切
りにした小ネギを盛り、しょうゆをかける。

【材料】4人分
サケ切り身…４切（300ｇ）、マイタケ…80g、小
ネギ（八女産品）…12g、バター…12ｇ（大さじ
１）、しょうゆ…12ｇ（小さじ２）、酒…20ｇ（小さ
じ4）、塩…一つまみ×４（一つまみは親指・人差
し指・中指の３本の指先でつまんだ量）

八女はおいしい

エネルギー
タンパク質
脂質
炭水化物
食物繊維
食塩相当量

134kcal
17.4g
5.7g
1.7g
0.8g
0.8g

1人分あたりの栄養価

～ ふるさとの恵み ～

ふくおかヘルシーメニューのレシピです。サケ
とキノコの組み合わせは骨を強くするカルシウ
ムと吸収を良くするビタミン D が多く含まれ
ています。キノコ類以外に玉ネギや人参、ホ

ウレン草などの八女産の野菜
をプラスするとさらに栄養価
が良くなります。ぜひ、作っ
てみてください。

生活習慣病予防教室
（糖尿病予防）

八女市
健康ポイント

対象事業
　八女市在住の 20 歳～ 74 歳の人で
HbA1c が 5.6 ～ 6.4（境界型）で、
糖尿病の治療をしていない人を対象に
した教室を行います。
◦日時＝ 12 月 23 日㈭ 10 時～ 12 時　
　※受付・健康チェック＝
　　9時30分～ 9時50 分
◦場所＝黒木支所大会議室
◦参加費＝無料
◦定員＝15 人（先着順）
◦持ってくる物＝特定健診結果、
　筆記用具、八女市健康ポイントカード
◦内容＝血圧測定など健康チェック、市
　保健師、管理栄養士による糖尿病予防
　と食事についての話。当日は、参加者
　が普段食べている食事量のチェックな
　ども行います。
◦申込期間＝参加を希望する人は、11 月19 日㈮～ 30 日㈫ま
　でに、電話で申し込みください。
◦申込・問い合わせ＝健康推進課☎ 23・1352

広報八女　2021.11.155
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八
女
市
教
育
委
員
会
で
は
、
学

校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
メ
ン
バ
ー
と

し
た
中
学
校
等
制
服
検
討
委
員
会

を
組
織
し
、
原
則
市
内
中
学
校
等

統
一
の
制
服
を
令
和
５
年
度
（
現

在
小
学
校
５
年
生
）
か
ら
導
入
す

る
予
定
で
、
新
制
服
の
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
製
造
メ
ー
カ
ー
４

社
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

お
よ
び
そ
の
サ
ン
プ
ル
展
示
会

（
10
月
３
日
㈰
と
同
５
日
㈫
～
６

日
㈬
）
を
、
お
り
な
す
八
女
研
修

棟
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
10
月
12
日
㈫
、
第
３
回
制
服
検

討
委
員
会
を
開
催
し
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
審
査
結
果
や
展
示

会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、

八
女
市
立
中
学
校
等
制
服
の
製
造

メ
ー
カ
ー
を
「
福
岡
菅か
ん
こ
う公

学
生
服

株
式
会
社
」
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。
主
な
決
定
理
由
は
次
の
通
り

で
す
。

・
着
心
地
や
活
動
を
し
や
す
く
す

る
た
め
の
独
自
技
術
が
生
か
さ
れ

て
い
る
。

・
擦
り
切
れ
、
破
れ
防
止
の
丈
夫

な
縫
製
や
独
自
の
半
永
久
プ
リ
ー

ツ
加
工
な
ど
が
施
さ
れ
て
い
る
。

・
生
徒
や
保
護
者
の
要
望
に
応
じ

て
３
種
類
の
生
地
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。

・
通
年
で
着
用
で
き
る
ス
ラ
ッ
ク

ス
・
ス
カ
ー
ト
が
用
意
さ
れ
、
経

済
面
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。

・
ス
ラ
ッ
ク
ス
・
ス
カ
ー
ト
共
通

柄
で
、
多
様
性
へ
の
対
応
に
よ
り

適
し
て
い
る
。

・
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
（
無
料
貸
し
出

し
や
補
正
対
応
な
ど
）
や
リ
ユ
ー

ス
活
動
が
充
実
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
取
り

扱
い
を
希
望
す
る
全
て
の
制
服
販

売
店
で
販
売
す
る
予
定
で
す
。

　
新
制
服
の
機
能
や
デ
ザ
イ
ン
な

ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
制
服
展

示
会
で
の
小
中
学
生
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
意
見
、
学
校
か
ら
の
意

見
を
も
と
に
、
メ
ー
カ
ー
と
連
携

し
て
修
正
を
加
え
て
決
定
し
て
い

く
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
学

務
係
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

八
女
市
立
中
学
校
等
制
服
の

八
女
市
立
中
学
校
等
制
服
の

製
造
メ
ー
カ
ー
を
決
定
し
ま
し
た

製
造
メ
ー
カ
ー
を
決
定
し
ま
し
た

　新型コロナウイルス感染拡大防
止の観点から、マイナンバーカー
ド交付窓口を臨時開設します。
　窓口混雑解消のため、事前に
必ず電話で受け取り予約をお願
いします。対象は、お手元に交付通知のはがき
が届いている人です。支所で保管しているカード
も交付特設会場で受け取れますが、送受に日数
がかかりますので、締め切り日までに受け取りの
予約をお願いします。
◦開設日時＝ 11月28日㈰８時30分～12 時
◦予約締め切り＝ 11月24日㈬ 17 時（予約状況
によっては早めに締め切る場合もあります）
◦必要なもの＝電話予約時に案内します。
◦交付場所・予約先＝マイナンバーカード交付
特設会場（福岡銀行八女支店南側）・市民課マ
イナンバー推進係（☎２３・１１１７）
◦マイナポイントの予約・申し込み等について＝
マイナポイントの予約・申し込みや、健康保険証
としての利用登録は、会場設置のパソコンで手続
きできます。なお、マイナンバーカードの申請や
更新は行いませんのであらかじめご了承ください。
◦問い合わせ＝市民課マイナンバー推進係（☎
２３・１１１７）

11月28日㈰に、マイナンバーカー
ド交付窓口を臨時開設します

■
重
視
し
た
ポ
イ
ン
ト

　明治安田生命保険相互
会社（春田弘樹八女営業
所長）から「私の地元応援
募金」として寄附金をいた
だきました。これは、同社
が実施している社会貢献活
動の一環で、新型コロナウ
イルス拡大防止に従事している皆さんに対して何かできる
ことはないかと行われた取り組みです。
　10 月21日㈭に行われた贈呈式で、春田さんは「社会
全体が元気を取り戻すことを願い、ますます地域に密着し
連携できれば」と三田村市長に話しました。

コロナ対策に寄附金をいただきました

　10月28日㈭、ヤヒメ教材（野
田吉二会長）から、教育振興
のための寄附金をいただきま
した。
　これは、野田さんが仕事か
ら引退されるのを機に「これ
まで教科書取り扱いなどでお
世話になったお礼に、八女市の教育に使っていただきたい」
との思いで寄付されたものです。橋本教育長は「学校図書
館の本の充実など、子どもたちの教育のために使わせてい
ただきます」とお礼を述べました。

教育振興に寄附金をいただきました

※感染症対策を行い、撮影時のみマスクを外しています。
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で
の
１
週
間
は
「
第
73
回
人
権

週
間
」
で
す
。
12
月
5
日
㈰
に

県
内
一
斉
無
料
電
話
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
家
庭
内
の
も
め
ご

と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、

い
じ
め
や
差
別
な
ど
悩
み
や
困

り
ご
と
が
あ
っ
た
ら
、
一
人
で
悩

ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。
人
権

擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密

厳
守
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
日
時
＝
12
月
5
日
㈰
9
時
～

17
時

◦
相
談
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）
＝
☎
０
１
２
０
・
８は

や

く
８
９
・

４よ

０う

５ご

※
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

借
金
問
題
に
つ
い
て
の
相
談

や
、
感
染
症
拡
大
に
伴
う
生
活

困
窮
・
雇
用
関
係
に
つ
い
て
の

相
談
な
ど
に
司
法
書
士
が
応
じ

ま
す
。
相
談
無
料
。

◦
日
時
＝
12
月
11
日
㈯ 

10
時
～

16
時

◦
相
談
方
法
＝
電
話
相
談

◦
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡

県
司
法
書
士
会
事
務
局
（
☎
０

９
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１
）

◦
締
め
切
り
＝
11
月
25
日
㈭

◦
定
員
＝
10
人
（
応
募
多
数
の

場
合
抽
選
）

◦
会
場
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ

＝
八
女
市
働
く
女
性
の
家
・
立

花
公
民
館
（
☎
３
７・１
５
２
２
）

　

空
き
家
の
利
活
用
や
処
分
に

関
し
て
、
専
門
相
談
員
や
各
種

専
門
家
な
ど
が
、
空
き
家
や
住

ま
い
の
終
活
に
関
す
る
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
要
予
約
。

◦
日
時
＝
12
月
18
日
㈯

【
相
談
会
】
11
時
～
16
時
（
先

着
14
組
）

【
セ
ミ
ナ
ー
】
13
時
～

「
空
き
家
問
題
の
片
づ
け
方
～
相

続
と
住
ま
い
の
終
活
～
」

◦
講
師
＝
福
岡
県
司
法
書
士
会

竹
本
安
伸
氏

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち

ひ
め
ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
空
き

家
活
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
２
・
７
２
６
・
６
２
１
０
）

　

12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
ま

ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
28
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

　

久
留
米
絣
を
代
々
続
け
て
5

代
目
と
な
る
森
山
哲
浩
氏
が
、

国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
久
留

米
絣
技
術
保
持
者
に
認
定
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
た
、
森
山
親

子
に
よ
る
展
示
会
で
す
。
本
藍

染
め
手
織
り
の
作
品
２
０
０
点

(

反
物
・
洋
服
・
袋
・
小
物
類)

を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
、
本
物
の
久
留
米
絣
の
柔

ら
か
さ
、
温
も
り
を
感
じ
て
く

だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
18
日
㈭
～
24
日

㈬ 

９
時
～
17
時（
22
日
㈪
休
館
）

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館　

１
階 

開
放
工
房

◦
入
場
料
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館（
☎
２
２・

３
１
３
１
）

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
集
合

し
て
講
習
を
受
講
で
き
な
い
団

体
向
け
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習

を
始
め
ま
し
た
。
日
常
生
活
で

の
事
故
防
止
や
災
害
時
の
備
え

な
ど
、
健
康
安
全
に
関
す
る
知

識
や
技
術
を

学
べ
る
講
習
で

す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◦
対
象
＝
10
人
以
上
参
加
で
き

る
団
体 （
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

が
あ
る
こ
と
が
条
件
）

◦
受
講
料
＝
無
料
※
通
信
料
は

ご
負
担
く
だ
さ
い

◦
問
い
合
わ
せ
＝
日
本
赤
十
字

社
福
岡
県
支
部
事
業
課
（
☎
０

９
２
・
５
２
３
・
１
１
７
２
）

　

基
本
操
作
か
ら
便
利
に
安
全

に
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
※
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
準
備
し
ま
す
。

◦
内
容
＝
▽
文
字
入
力
、
音
声

入
力
、
手
書
き
入
力
の
基
本
操

作
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ナ
ビ
の

操
作
方
法
な
ど

◦
対
象
＝
タ
ブ
レ
ッ
ト
初
心
者
・

興
味
の
あ
る
人
（
八
女
市
在
住
、

ま
た
は
勤
め
て
い
る
人
に
限
定
）

◦
日
時
＝
12
月
8
日
㈬
10
時
～

12
時

◦
受
講
料
＝
無
料

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
入
場

制
限
を
行
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

八
女
軽
ト
ラ
市

も
よ
お
し

も
よ
お
し

お
知知

ら
せ

久
留
米
絣 

森
山
虎
雄
・
哲
浩
展

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
暮
ら
し
を
守
る

生
活
困
窮
者
相
談
会

第
73
回
人
権
週
間
に
お
け
る

県
内
一
斉
無
料
電
話
相
談

赤
十
字
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会

は
じ
め
て
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座

空
き
家
・
住
ま
い
の
終
活
無

料
相
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー

相
　
談

相
　
談

教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

ＨＰはこちら

　第 65 回八女総合文化祭の中で、11月28日㈰に予定し
ていた「謡曲大会」は、感染拡大防止のため中止となりました。
◦問い合わせ＝文化振興課（☎ 23・1982）

催しの中止について

　掲載している催し等は、新型コロナウイルス感染症
の感染拡大を防止するため、中止になることも想定さ
れます。市の催しについては八女市ホームページで確
認、そのほかについてはお問い合わせください。催し
への来訪の際はマスクの着用にご協力ください。
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「
輝
く
女
性
の
た
め
の
趣
味

と
生
活
と
仕
事
に
役
立
つ
ラ
イ

ブ
配
信
＆
動
画
編
集
講
座
～

L

ラ
イ
ン

IN
E

・Y

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ouTube
・I
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

nstagram

に
よ
る
動
画
配
信
～
」
と
題
し
、

ス
マ
ホ
で
の
動
画
作
成
や
情
報

発
信
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
つ
な
が
る
世
界

を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
・
内
容
＝
①
12
月
9
日

㈭
／
ス
マ
ホ
基
礎
知
識
②
12
月

14
日
㈫
／
動
画
編
集
（
基
礎

編
）
③
12
月
16
日
㈭
／
動
画
編

集
（
実
践
編
）
④
12
月
21
日
㈫

／
動
画
配
信
※
い
ず
れ
も
19
時

～
21
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
講
師
＝
末
廣
修
一
さ
ん
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
家
庭
教
師
代
表
）

◦
参
加
対
象
＝
八
女
市
に
在
住

ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
お
り
、

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
し
た
い
女
性
（
４
回

と
も
参
加
で
き
る
人
）

◦
定
員
＝
先
着
20
人
（
11
月
15

日
㈪
か
ら
受
付
）

◦
託
児
＝
生
後
6
か
月
～
就
学

前
（
無
料
）

◦
申
込
方
法
＝
住
所
（
市
外
の

場
合
は
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名

も
）・
氏
名
・
電
話
番
号
・
託
児

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

間
中
（
12
月
1
日
～
21
日
）
に

Ｎ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
男
女

共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム（
特

設
サ
イ
ト
）
を
閲
覧
し
て
く
だ

さ
い
。

【
基
調
講
演
】
危
機
の
時
代
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

◦
講
師
＝
中
満
泉
さ
ん
（
国
際

連
合
事
務
次
長
・
軍
縮
問
題
担

当
上
級
代
表
）

◦
日
時
＝
12
月
2
日
㈭
10
時
～

ラ
イ
ブ
配
信　

※
録
画
配
信
12

月
4
日
～

【
対
談
】
社
会
を
変
え
る
ー
ジ
ェ

希
望
の
場
合
は
子
ど
も
の
名
前
、

性
別
、
年
齢
を
明
記
の
上
、「
女

性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」

と
書
い
て
次
の
①
～
⑤
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
①
持
参
②
電
話（
☎
２
３・

１
３
１
４
）③
郵
送（
〒
８
３
４・

８
５
８
５
八
女
市
本
町
６
４
７

男
女
共
同
参
画
推
進
係
）④
フ
ァ

ク
ス
（
O
２
２
・
２
１
８
６
）
⑤

電
子
メ
ー
ル（dsuishinkakari@

city.yam
e.lg.jp

）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同
参

画
推
進
係
（
☎
２
３・１
３
１
４
）

◦
日
時
＝
12
月
10
日
㈮
、
24
日 

㈮
17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
生

◦
参
加
費
＝
▽
一
般
６
０
０
円
▽

会
員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

内
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１

３
４
０
）

【
犯
罪
被
害
給
付
制
度
】　

　

通
り
魔
殺
人
な
ど
の
故
意
の

犯
罪
行
為
に
よ
り
、
亡
く
な
ら

「
心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
匿
名
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
女
性
の
臨
床
心

理
士
が
丁
寧
に
お
聴
き
し
ま
す
。

◦
相
談
電
話
＝
☎
０
９
２
・
６

３
２
・
７
８
３
０

◦
受
付
時
間
＝
月
曜
～
金
曜
日

９
時
～
17
時
45
分
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）

　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し

よ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
さ
れ
ま
す
。
開
催
期

れ
た
人
の
遺
族
、
身
体
に
障
害

が
残
っ
た
人
お
よ
び
重
大
な
負

傷
ま
た
は
疾
病
を
受
け
た
人
に

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
警
察

本
部
被
害
者
支
援
・
相
談
課
（
☎

０
９
２
・
６
４
１
・
４
１
４
１
）

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署

【
犯
罪
被
害
者
相
談
電
話

「
心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」】

　

福
岡
県
警
で
は
、
犯
罪
の
被

害
に
あ
わ
れ
た
皆
さ
ん
の
心
の

ケ
ア
を
行
う
専
用
の
相
談
電
話

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

一
　
般

一
　
般

犯
罪
被
害
者
支
援
活
動
を

ご
存
じ
で
す
か

Ｎ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１

　「広報八女」12 月1日号と15 日号は合併号になり、
12 月15 日号の発行はありません。必要な情報につ
いては 12 月 1日・15 日合併号および 1 月 1日号に
掲載します。
◦問い合わせ＝企画政策課広報広聴係（☎ 23・1110）

「広報八女」12 月は合併号です

献血にご協力ください 八女市献血推進協議会
（☎23・0294）

【上妻地区】
◦日時＝ 11 月 28 日㈰ 10 時～ 12 時 30 分、13 時 30
分～ 15 時 30 分　◦場所＝ポピー製紙

【福島地区】
◦日時＝ 12 月14 日㈫ 10 時～ 11 時 30 分、12 時 30
分～ 15 時 30 分　◦場所＝おりなす八女
※駐車場は八女公園側臨時駐車場と大正町駐車場を
ご利用ください。
※ご注意ください
新型コロナウイルスの RNA ワクチン（ファイザー社・武
田／モデルナ社製）を接種した人は 1回目2 回目いずれ
も接種後 48 時間を経過していれば献血にご協力いただけ
ます。

　新型コロナウイルスワクチンの２回目接種からおお
むね８か月を経過した人を対象に３回目のワクチン接
種ができるよう準備しています。詳細は決まり次第広
報誌やホームページなどでお知らせします。
◦問い合わせ＝健康推進課新型コロナウイルスワクチン
接種係（☎２３・１２０１）

新型コロナウイルスワクチン３回目の接種について
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ま
す
。
在
宅
時
間
が
増
え
、
運

動
不
足
が
心
配
に
な
る
今
こ
そ
、

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
12
月
3
日
㈮
14
時
～

16
時

◦
開
催
方
法
＝
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
（Z

ズ
ー
ム

oom

）

◦
申
込
＝
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

◦
申
込
期
限
＝
11
月
24
日
㈬
※

定
員
５
０
０
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
健
康

増
進
課
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・

３
２
６
９ 

／
O
０
９
２
・
６
４

３
・
３
２
７
１
）

　

放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
３

０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
全
国
に
学
習
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
資
料
を

無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

◦
出
願
期
間
＝
《
第
１
回
》
２

月
28
日
㈪
ま
で
《
第
２
回
》
３

いわいの郷★星空観察会
　約千五百年前の古墳時代、岩戸山古墳を
造った「筑紫君磐井」も見ていたであろう星空。
星の案内人を迎え、星空観察会を開催します。
◦日時＝ 11 月 27 日㈯ １9 時～ 20 時 30 分
※雨天決行（天候不順の場合、屋内でプラネ
タリウム観察等を行います）
◦会場＝岩戸山歴史文化交流館「いわいの郷」
◦対象者＝どなたでも（小学生以下は保護者
同伴）
◦定員＝ 20 人（先着順）
◦教材費＝ 200 円
◦申し込み＝電話またはファクス
※申込受付開始 11 月16 日㈫（月曜日は休館
のためファクスのみ受付）

「いわいの郷」体験イベント

八女市岩戸山
歴史文化交流館
「いわいの郷」

◦問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館「いわい
の郷」（☎24・3200／N24・3210）月曜休館
※新型コロナウイルス感染拡大状況により、中止や
延期となる場合があります。

筑
後
・
八
女
・
広
川
地
区 

労
働
相
談
会

令
和
3
年
度
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン

グ
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

月
15
日
㈫
ま
で

◦
資
料
請
求
＝
放
送
大
学
福
岡

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
５

８
５
・
３
０
３
３
）

　

受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等

実
費
、
申
し
込
み
書
は
管
轄
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
準
備
し
て
い
ま

す
。

▽
一
般
事
務
実
践
科
②

◦
訓
練
期
間
＝
2
月
か
ら
5
か
月

◦
募
集
期
間
＝
11
月
22
日
㈪
～

1
月
4
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
立
大
牟
田

高
等
技
術
専
門
校
（
☎
０
9
４

４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

　

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
に
は
ジ
ュ
ニ
ア

の
部
が
あ
り
、
年
中
さ
ん
か
ら

の
レ
ク
キ
ッ
ズ
を
は
じ
め
、
小
・

中
学
生
が
身
体
を
動
か
し
体
力

を
高
め
、
技
術
向
上
を
目
指
し

て
練
習
し
て
い
ま
す
。
種
目
は
、

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
テ
ニ
ス
・

レ
ク
キ
ッ
ズ
・
子
ど
も
体
操
教

室
で
す
。
一
回
体
験
無
料
で
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合

体
育
館
内
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
（
☎

２
４
・
１
３
４
０
）

ン
ダ
ー
平
等
の
「
壁
」
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

◦
対
談
者
＝
白
波
瀬
佐
和
子（
東

京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研

究
科
教
授
）・
田
瀬
和
夫
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
㈲
Ｏ
Ｅ
Ｃ
）・

谷
口
歩
実
（
♯
み
ん
な
の
生
理

共
同
代
表
）

◦
日
時
＝
12
月
11
日
㈯
13
時
30

分
～
ラ
イ
ブ
配
信
※
録
画
配
信

12
月
14
日
～

※
そ
の
他
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
さ
れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
国
立
女
性
教

育
会
館
（
☎
０
４
９
３
・
６
２
・

６
７
２
４
／
Shttps://w

w
w.

nw
ec.jp

）

　

解
雇
・
賃
金
未
払
い
・
パ
ワ

ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
就
業
規
則
な

ど
、
労
働
問
題
に
関
す
る
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
労
働
者
・

使
用
者
ど
ち
ら
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。
内
容
に
よ
っ
て
は
、

弁
護
士
相
談
も
行
い
ま
す
。
相

談
無
料
、
秘
密
厳
守
。

◦
日
時
＝
12
月
12
日
㈰
13
時
～

17
時
（
受
付
16
時
30
分
ま
で
）

※
予
約
優
先
。
弁
護
士
相
談
は

14
時
～
16
時
、
受
付
15
時
30
分

ま
で

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
・
八
女

地
区
雇
用
問
題
協
議
会
事
務
局

（
八
女
市
企
業
誘
致
課
内
／
☎
２

３
・
１
１
５
３
）

　

県
が
行
う
「
ふ
く
お
か
健
康

づ
く
り
県
民
運
動
」
の
一
環
と
し

て
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
講

師
に
よ
る
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の

効
果
の
説
明
の
後
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
実
際

に
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
体
験
し

募
　
集

募
　
集

放
送
大
学
入
学
生
募
集

県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
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子育ち支援掲示板 12 月

子育てインフォメーション

※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

　感染症拡大を予防しながら
実施します。対象者の皆さん
には個別にお知らせします。

【旧八女市・立花町の皆さん】
◦会場＝やめっこ未来館
◦日にち・対象＝
12月7日㈫＝10か月児健康診
査（令和3年2月生まれ）
12月15日㈬＝4か月児健康診
査（令和3年8月生まれ）
12月21日㈫＝1歳6か月児健
康診査（令和2年5月生まれ）
12月23日㈭＝3歳児健康診査

（平成30年11月生まれ）
【黒木町・上陽町・矢部村・星野
村の皆さん】
◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日にち＝12月14日㈫
◦対象＝4か月児（令和3年7
月と8月生まれ）と10か月児
健康診査（令和3年1月と2月
生まれ）

乳幼児健診 

　離乳食初期（5～6か月児）
の講話を行います。定員12人。
託児もありますが感染症拡大
予防のため、できるだけ保護
者のみでご参加ください。
◦日時＝12月8日㈬10時～12時
※受付9時30分～9時50分
◦会場＝やめっこ未来館
◦持参品等＝筆記用具、4か月
児健診で配布した離乳食冊子

ベビーズクッキング【要予約】

　感染症拡大防止のため、予
約制で実施します。ご希望の
人は問い合わせください。
◦日時／場所＝
12月1日㈬ 9時30分～ 10時30
分／やめっこ未来館
12月3日㈮10時～ 11時／ふ
じの里
◦持参品等＝母子健康手帳、
フェイスタオル1枚

子育て相談【要予約】

　心理士による個別相談です。
対象者は小学校就学前までの、
成長発達面に不安がある人で
す。予約制のため、ご希望の人
は電話で予約を受け付けていま
す。気軽にご相談ください。

乳幼児心理相談

自然災害や感染症の拡大の状況によっては、延期や中止となる場合がありますので市公式ホームページなどでご確認ください。

子育て支援課こども未来係（やめっこ未来館）（☎ 24・8282）

ご不明な点やお子さんの
発達・発育や育児等に
ついて、心配事やご相談
などがありましたら、子
育て支援課こども未来係

（やめっこ未来館内）☎
24・8282 までご連絡く
ださい。

■ 4か月さん集まれ（7月生まれ）
「産後ヨガ」
◦12/1 ㈬ 10時～／飲み物持参
／要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦12/3 ㈮、12/17 ㈮ 13時30分
～15時／要申込
■マタニティさん集まれ♪

「赤ちゃんのお世話と沐浴体験」
◦12/11 ㈯ 10時 ～12時／ 託 児
あり／要申込
■パパママ集まれ！

「クリスマス会」
◦12/12 ㈰ 10時～／飲み物持参
／要申込
■移動図書館の日
移動図書館のバスが来ます
◦ 12/22 ㈬ 10時30分～11時10分
■高田先生とおしゃべり会
◦12/22 ㈬ 10時～12時／要申込

■スペシャルｄａｙ
「もこもこ先生と親子あそび」
◦12/5 ㈰ 10時30分～12時／12
月1日㈬までに要申込
■つくろうね

「しめ飾り製作」
◦12/14㈫10時30分～11時30分
／定員あり／託児あり／参加費
あり／12月11日㈯までに要申込
■はっぴぃバースデー

「くまおじさんのお話」
◦12/21 ㈫10時30分～11時30
分／12月18日㈯までに要申込

■ほんの森ぶっくるん
「移動図書館のバスが来ます」
◦12/7 ㈫ 10時30分～
■すてきな誕生会♥

「12月生まれの誕生会」

◦12/9 ㈭ 10 時～／みんなでお
祝いしませんか。山下照子さん
のパネルシアター／要申込
■わ・わ・ＷＡ！

「X’mas アレンジメント」
◦12/15 ㈬ 10時～／要申込／詳
細はきらきらまで／参加費 500 円
■すくすく子育て

「クリスマス会」
◦12/22 ㈬ 10時～／要申込／詳
細はきらきらまで／参加費 300 円

■ 10:00～13:00
▽長峰保育所2階 12/1 ㈬、15 ㈬
▽上陽公民館 12/3 ㈮
▽東公民館 12/10 ㈮
▽かがやき 12/21 ㈫
▽矢部公民館 12/22 ㈬
▽室岡公民館 12/24 ㈮
■ 10:00～16:00
▽出張ひろばトゥインクル
12/2 ㈭、9 ㈭、16 ㈭、23 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問（☎42・3301）
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おりなす八女   
♦♦ ♦ 開館10周年 ♦♦♦ 問い合わせ

おりなす八女（☎22・5332）♪

「腹いっぱい食べさせたい！」
「家族の命を守りたい！」
富山のおかかたちの想い
が全国へと拡散！
102年前の史実「米騒動」
に基づく、“大痛快”エンタ
テインメントがここに誕生！

イベント情報

11 /27(土) ハーモニーホール

800 円                                              （全席自由） 
１7:00開演

☎ 090・7454・0892主催・問い合わせ : 同合唱団

 

恋　Love　愛

ジョイントステージ

女声合唱のためのファンタジー「越後の恋
こいうた

歌」

～ song ～

～ 久留米大学附設高等学校

中村千榮子 作詩 湯山 昭 作曲

ほか

ほか

・アイノカタチ ・未来予想図Ⅱ ・虹

・大地讃頌 ・群青 ・僕がうたう理由

合唱部を迎えて ～

主催：NPO法人おりなす八女文化事業振興会・八女市

主催・問い合わせ：九州シネマ・アルチ ☎ 092・712・5297

12 /3(金)

St.Petersburg Chamber Ensemble Divertissement

J.S.バッハ・シューベルト・カッチーニ

高校生以下 3,900 円                                             

Ave Maria in Christmas

 チケット発売中

チケット発売中

障がい者割引

①１1：００～
②１4：００～

ハーモニーホール
（全席自由) 

600 円       

大
だ い

コメ騒動
〈上映会〉

（日本語字幕付き）

開  催 催　　　し 会  場 時  間 入場料 問い合わせ先 電話番号

12/4 (土) ～
12/12 ㈰

〈人権啓発パネル展〉市立学校児童生徒人権ポスター／
人権メッセージ入選作品／男女共同参画川柳入選作品／人権
の花運動紹介／人権のまちづくりに取り組む団体紹介　ほか

情報発信
コーナー  ほか
※12日は16時まで

9:00～
17:00 無料

人権・同和政策・
男女共同参画
推進課

23・1490

立川志の輔、左 時枝、柴田理恵、

鈴木砂羽、西村まさ彦、内浦純一、

石橋蓮司

〈出演〉井 上 真 央 、室 井  滋 、夏 木 マリ、監督：本 木 克 英

 チケット発売中

6,000 円円                                                                                            （ 全席指定 ）
11/21(日) １6:00開演 ハーモニーホール

サンサーンス：「動物の謝肉祭」サンサーンス：「動物の謝肉祭」よりより ” 白鳥 ”” 白鳥 ”
ヴィヴァルディ：「四季」より” 冬 ”” 冬 ”

マスネ：タイスの瞑想曲
パッヘルベル：カノン ほか

ソプラノ：マリーナ・トレグボヴィッチ
ヴェラ・チェカノヴァ

12 /5(日) １5:00開演 ハーモニーホール
（全席指定） 一般一般 4,800 円

友の会 4,300 円                                             チケット発売中

1,200 円       
1,400 円））     

（前売）（前売）
（当日（当日

（当日のみ）（当日のみ）

第1部

第2部

第3部

第37回定期演奏会
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一
般
社
団
法
人
全
国
古
民
家
再
生
協

会
が
実
施
す
る
第
８
回
再
築
大
賞
で
、

市
内
の
井
上
建
築
（
井
上
静
夫
代
表
）

が
、
新
民
家
部
門
（
構
造
材
に
国
産
材

を
50
％
以
上
使
用
し
、
新
築
ま
た
は
移

築
し
た
も
の
）
の
大
賞
と
な
る
林
野
庁

長
官
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
建
物
は
、
市
内
で
破
棄
寸
前
と

な
っ
て
い
た
築
80
年
の
古
民
家
を
解
体

し
た
古
材
と
自
然
乾
燥
さ
せ
た
八
女
杉

を
使
っ
て
、
入い
り
も
や

母
屋
、
越こ
し
や
ね

屋
根
な
ど
の

今
で
は
珍
し
く
な
っ
た
在
来
工
法
で
建

て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

古
材
の
隆
々
と
し
た
力
強
い
梁は
り

組

と
、
家
族
が
い
つ
で
も
集
う
家
に
し
た

い
と
い
う
施
主
の
思
い
が
詰
ま
っ
た「
青

い
鳥
」
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
特
徴
的

な
建
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
主
は
「
お
り
な
す
八
女
で
開
か
れ

て
い
た
住
育
学
校
で
、
古
材
や
自
然
乾

燥
材
は
経
年
変
化
と
と
も
に
強
度
を
増

す
と
い
っ
た
こ
と
や
在
来
工
法
の
良
さ

な
ど
を
勉
強
し
、
井
上
さ
ん
と
出
会
う

こ
と
が
で
き
、
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る

家
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
、
受
賞
し

た
井
上
さ
ん
は
「
施
主
さ
ん
の
昔
な
が

ら
の
木
と
土
壁
の
住
宅
を
建
て
た
い
と

い
う
思
い
と
古
材
や
地
域
材
を
活
用
し

た
在
来
工
法
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う

私
た
ち
の
思
い
が
合
致
し
て
で
き
た
家

で
す
。
施
主
さ
ん
の
思
い
が
詰
ま
っ
た

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
あ
や
か
っ
て
、『
幸

福
の
青
い
鳥
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ

け
て
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
大
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

青
い
鳥
が
運
ん
だ

日
本
一
の
建
築

※感染症対策を行い、撮影時のみマスクを外しています。

「走る広告」大型トラックの
荷台で八女市を大きくＰＲ
　10月20日㈬に、八女伝統工芸館駐車場で福島貨
物有限会社（下川洋社長）が所有する大型トラック
の荷台部分に八女市をPRする画像があしらわれた
ラッピングトラックがお披露目されました。
　このトラックは、荷台部分の高さは2.5メートル、
長さは9.5メートルあり、左側面に「八女福島の燈籠
人形」、右側面には「八女中央大茶園」の写真と、背
面に八女市のマスコットキャラクター「みどりちゃん」
のLINEスタンプが大きく描かれています。
　関東や関西圏まで積み荷を配送するため、広い地
域で八女市のPRに大きく貢献することが期待されま
す。

役目を終えた仏壇に感謝して
　八女福島仏壇仏具協同組合は10月27日㈬、八
女伝統工芸館敷地内にある八女福島仏壇元祖之碑前
で仏壇感謝供養祭を開催しました。
　これは先達への感謝の思いと仏壇の処分の手助け
をしようと毎年開催しているもので、今年は25家族
から仏壇等が持ち込まれました。
　参加した女性は「長年使用してきた仏壇を供養し
てもらい処分していただけたので助かりました」と話
していました。

林野庁長官表彰を受賞した
井上建築代表の井上静夫さん
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